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できれば
笑顔で

人類が自然環境に対して行ってきた行為は、生態系を著しく変
質・荒廃させ、私たち、とりわけ未来世代の健康、暮らし、安全安
心を根底から脅かす状況に至っています。万人が日常の衣食住、学
習・経済・文化活動において、地域・国際社会の安寧と持続を可能
にする行動を推進することが必要です。

私自身は、(1)生態系の基盤である植物の分布や共存機構を、世界
各地の多様な環境、自然やヒトによる攪乱の下で調べ、また(2)里
山・里地・里浜といった「ヒトが地域生態系の特徴を読み解き、順
応的に賢く自然と共存してきたふるさと」を学際的な視点で探究し、
(3)これらの成果を、環境教育や地域づくり、政策立案などを通じて、
社会にインプットしてきました。

多様な専門家、市民団体、住民、学校・公民館、行政機関、企業
と協働しての、東日本大震災とその後の復興・防災・まちづくりへ
の「地域にねざした取り組み」は、その象徴と言えます。

景観生態学の原理・解析手法を用いて、地域特性を学際的に読み
解き、自然環境・地域資源の合理的・持続的な利活用のあり方、地
域づくりのシナリオをボトムアップで構築します。

その際、(1)鳥の眼（衛星画像や国土数値情報などの空間地理情報
の活用）と虫の眼（野外・文献踏査やインタビューなど）、(2)歴史
（地域の文化・規範など）と未来（住民の想い・展望など）を大切
にします。
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